
 

  

国語Ⅰ（Japanese Ⅰ）  
１年・通年・３単位・必修 

５学科共通 現代文担当 刀田 絵美子

古典担当    鍵本 有理 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（３） 

  

〔講義の目的〕 

中学校での学習内容を踏まえ、受講生一人一人の日本語運用能力を総合的に高めることが授業の目的で

ある。そもそも、日本語を「運用」する上で必要な力とはどのようなものか。語彙力、表現力、論理性、

説得力…など、情報を「伝える」ためには様々な力が必要である。また、相手から情報を「受け取る（読

み取る・聞き取る）」ためには、理解力や共感力などの力も必要になる。さらに、自分が受け取った情報の

真偽を確かめるために、それを自分の言葉で発信することも必要である。これらを通して言葉の力を高め

てほしい。 
〔講義の概要〕 

高等学校第１学年に相当する学力を身につけるため、高等学校用の教科書を使用し、様々な文章を読ん

だり、議論をしたりすることを通して、多様なものの見方・考えに触れる。自分が感じたり、考えたりし

たことを口頭や文章によって表現する機会、クラスメイトの意見や考えに触れ、検討や議論を通して自分

の考えを深める機会をもつ。週３時間のうち、２時間を現代文、１時間を古典（古文・漢文）の時間に当

てる。 
〔履修上の留意点〕 
現代文・古典ともに授業前に教科書を読み、意味調べを行うこと。ノートは定期的に提出する機会を設

ける。ディベートや作文・話し合いの時間が有効に使えるよう、問題意識を持って新聞や本を読んだり、

自分や自分の身の回りの世界に目を向けたりしてほしい。 
古典については毎時間、予習をすること。教科書の本文を写し、大事な注なども写しておく。そして、

意味がわからないと思ったところを授業で集中して聞くようにするとよい。 

〔到達目標〕 
前期中間試験：１）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）文章を主体的に読解できる。３）古文

を正確に音読できる。４）古文の内容を現代語でまとめたり表現したりすることができる。

前期末試験： １）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）文章の主題をつかむことができる。

３）テーマに応じた意見文が作成できる。４）古典文法の知識を身につける。５）漢文訓

読の知識を身につける。 
後期中間試験：１）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）論理的な文章の構成がつかめる。 

３）古文のテキストの意味を読み取り、説明することができる。４）漢詩の基礎知識を身

につける。５）漢文の内容を理解し、中国思想についての基礎知識を身につける。 
学年末試験： １）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）文章の論理展開をつかむことができる。

３）歌物語の特徴を味わい、内容を読みとることができる。４）登場人物の心情を説明できる。 

〔評価方法〕 
定期試験成績（６０％）を基本とし、漢字テスト（１０％）、提出物（ノート・課題）の状況（１５％）、

授業態度（音読・発表への取り組み姿勢 １５％）を加えて総合的に評価を行う。 

〔教科書〕 
第一学習社『高等学校 国語総合』 

〔補助教材・参考書〕 

「新国語便覧（新版二訂）」、「新版高校漢字必携」、「完全マスター古典文法準拠ノート〈実力養成〉」 
（以上全て第一学習社）、その他補助プリント 
国語辞典を一冊準備しておくこと（電子辞書でもよい）。 

〔関連科目〕 
日本語運用能力は、人文科学や社会科学系ばかりでなく、自然科学系科目の基礎でもある。 
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講義項目・内容 
週数 講義項目 講義内容 自己 

 評価＊

第１週 ガイダンス 
授業の目的や進め方を理解する。自己紹介スピーチを行う。 

ノートの取り方を確認する。古典の表記について理解する。 
 

第 2 週 
評論１-①・ガイダンス 

古文入門 

岡本太郎「絵はすべての人の創るもの」の全体を捉える。図書館ガイダンス 

「児のそら寝」を読み、古典の文体に親しむ。 
 

第 3 週 
評論１-② 

説話 

岡本太郎「絵はすべての人の創るもの」を読み、「創造」について考える。 

『宇治拾遺物語』の説話「得仏師良秀」の内容を読みとり、テーマを理解する。
 

第 4 週 
小説１-③ 

物語を楽しむ 

芥川龍之介「羅生門」の構造を理解する。作者について知る。 

「竹取物語」の「かぐや姫のおひたち」を読む。文学史的な知識を身につける。
 

第 5 週 
小説１-① 

物語を楽しむ 

芥川龍之介「羅生門」を読み、主人公の状況、表現から読み取れる心情を考える。

「竹取物語」の「かぐや姫のおひたち」について、内容を読み取る。 
 

第 6 週 
小説１-② 

物語を楽しむ 

芥川龍之介「羅生門」を読み、登場人物の「論理」を考える。 

「かぐや姫の嘆き」を読み、主人公の心情を読みとる。 
 

第 7 週 
小説１-③ 

物語を楽しむ 

芥川龍之介「羅生門」の主題を考える。 

「かぐや姫の嘆き」を読み、「竹取物語」の主題をまとめる。 
 

第 8 週 
試験返却・評論２-① 

古典文法① 

中間試験返却・樺島忠夫「語と意味」の全体を捉える。 

古典文法の知識を身につける（品詞など）。 
 

第 9 週 
評論２-② 

古典文法① 

樺島忠夫「語と意味」を読み、言葉のワクについて考える。 

古典文法の知識を身につける（動詞の活用など）。 
 

第 10 週 
評論２-③・言語活動１-① 

古典文法① 

樺島忠夫「語と意味」の主題を考える。・ディベートを行うために準備する。 

古典文法の知識を身につける（形容詞・形容動詞の活用など）。 
 

第 11 週 
言語活動１-② 

古典文法① 

あるテーマについて肯定側と否定側に分かれてディベートする。 

古典文法の知識を身につける（助動詞の活用など）。 
 

第 12 週 
言語活動１-③ 

古典文法① 

あるテーマについて肯定側と否定側に分かれてディベートする。 

古典文法の知識を身につける（助動詞、注意すべき表現など）。 
 

第 13 週 
小説２-① 

漢文入門①訓読の基本 

角田光代「旅する本」の構造を理解する。 

漢文訓読の基本的な知識について確認する。 
 

第 14 週 
小説２-② 

漢文入門②再読文字・置き字 

角田光代「旅する本」を読み、状況の変化と「私」の心情の変化を確認する。 

漢文の格言を読み、漢文の訓読に慣れる。 
 

第 15 週 
言語事項 

漢文入門③故事成語 

漢字テスト（夏休み課題）・学習の振り返り 

故事成語の由来を読み、おもしろさを理解する。 
 

前期期末試験 

第 16 週 
試験返却・評論３-① 

随筆を読む 

期末試験返却・志村史夫「科学の限界」の全体を捉える。 

「徒然草」の序段を読み、文学史的な知識を身につける。 

第 17 週 
評論３-② 

随筆を読む 

志村史夫「科学の限界」の構造を考え、前半の論理展開を確認する。 

「徒然草」九十二段を読み、テーマを理解する。 

第 18 週 
評論３-③ 

随筆を読む 

志村史夫「科学の限界」の構造を考え、後半の論理展開を確認する。 

「徒然草」二百三十六段を読み、状況を読み取る。 

第 19 週 
評論３-④ 

随筆を読む 

志村史夫「科学の限界」における筆者の主張をまとめる。 

「徒然草」二百三十六段を読み、この随筆のおもしろさを味わう。 

第 20 週 
言語活動３ 

随筆を読む 

工場見学先に礼状を書くことを通して、手紙の形式や用語を身につける。 

「徒然草」についてのまとめを行う 

第 21 週 
小説３-① 

漢詩の鑑賞 

志賀直哉「城の崎にて」の構造を理解する。作者について知る。 

「江南春」「春暁」を読み、漢詩の知識を身につける。 

第 22 週 
小説３-② 

漢詩の鑑賞 

志賀直哉「城の崎にて」を読み、語り手の状況・心情を表現から読み取る。 

「江雪」「春望」を読み、それぞれの詩に込められた思いを読みとる。 

第 23 週 
小説３-③ 

中国の思想 

志賀直哉「城の崎にて」を読み、語り手の「死」のとらえ方をまとめる。 

『論語』を読み、孔子の思想について理解する。 

第 24 週 
小説３-④ 

中国の思想 

志賀直哉「城の崎にて」の主題を考える。 

『論語』を読み、孔子の思想について理解する。 

第 25 週 
試験返却・詩歌① 

物語を楽しむ 

中間試験返却・中原中也「一つのメルヘン」を読み、表現について考察する。 

「伊勢物語」の文学史的な知識を身につける。 

第 26 週 
詩歌② 

物語を楽しむ 

短歌「その子二十」を読み、短歌の表現について考察する。 

「芥川」の章段を読み、内容を理解する。 

第 27 週 
言語事項・詩歌③ 

物語を楽しむ 

漢字テスト・俳句「こころの帆」を読み、俳句の表現について考察する。 

「芥川」の章段を読み、登場人物の心情を読みとる。 

第 28 週 
評論４-① 

物語を楽しむ 

上田紀行「グローバリズムの「遠近感」」の全体を捉える。 

「筒井筒」の章段を読み、当時の婚姻や習慣について学ぶ。 

第 29 週 
評論４-② 

物語を楽しむ 

上田紀行「グローバリズムの「遠近感」」の構造から筆者の論理展開を考える。

「筒井筒」の章段を読み、登場人物の心情を読みとる。 

第 30 週 
評論４-③ 

物語を楽しむ 

上田紀行「グローバリズムの「遠近感」」の主題を考える。 

「筒井筒」の章段を読み、当時の人々の生活について理解し、心情を読みとる。

学年末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)      (達成)          (達成)           (達成) 
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地 理 （Ｇｅｏｇｒａｐｈｙ） 

 

 

   １年・通年 ・２単位・必修 

物質化学工学科・  担当  大矢 良哲 
 

〔準学士課程(本科１－５

年）学習教育目標〕 

        (1) 
    

  

〔講義の目的〕 
 
歴史では時代の流れ、縦に系統的に理解するのに対し、地理では空間的なものの見方を養う。地

理の授業は、学生諸君が自分で地球上の課題を追求していくことを通して、地理的なものの考え方

ができるように、社会に出て役立つ地理的技能や知識を身につけることを目的としている。 
 

〔講義の概要〕 
 
地理の学習でまず身につけたいのは地図の活用である。地図を使いこなすための知識・技能を学

び、地形・気候など自然環境についての知識を深め、さらに世界の国々（主にアジア）の人々が、

どのような生活をし、どのような課題を抱えているかについても考えてみる。 
 

〔履修上の留意点〕 
 
必ずしも教科書通りに講義を進めるわけではないが、教科書をこえた内容で効果的な学習ができ

るようにする。そのため各自が、常に講義内容の把握・理解に心がけ、積極的に参加する姿勢が大

切である。 
地図帳は毎回持参すること。地形図・配布資料の実習では色鉛筆を使用することがある。 
 

〔到達目標〕 

 
地理の基礎を理解し、地理的な思考方法を身につける。 

 
〔評価方法〕  

以下の３つの項目で成績評価を行う。 
     定期試験 80％…前期中間・前期末・後期中間・学年末の各試験の成績 
     レポート 10％…課題を提出させ、定期試験と同等に評価する。 

出席・受講状況（ノート整理を含む） 10%、 
✽課題は提出期限や条件を厳守した方が有利に評価される。 

 
〔教科書〕   

①『新詳地理Ｂ』帝国書院。 
 ②『標準高等地図－地図でよむ現代社会』帝国書院。 

〔補助教材〕 
①1:25,000 地形図「大和郡山」国土地理院発行。 

   ②配布プリント教材。         
③ビデオ教材。 
 

◎ 地形図はできるだけ折り曲げないで、最初の講義に持参すること（折り方を学習します） 
 

〔関連科目・学習指針〕 
   
本教科は歴史（2 年・3 年）・政治経済（3 年）等の科目に関連する。 
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講義項目・内容 
週数 講義項目 講義内容 自己 

評価＊

第１週 世界観と地図の歴史  時代と共に変化する様々な世界観と、それらを表現する地図の歴史を理解

する。  

第 2 週 日本の地図 日本の地図の歴史を概観し、「伊能図」を具体事例に地図の読み方を理解

する。  

第 3 週 地図の種類とその利用 地理情報と地図について概観する。       

第 4 週 地図の活用と地域調査 地図の活用と地域調査について学び、その知識や技能を身につける。 
（「大和郡山」2 万 5000 分の１地形図を使用）  

第 5 週 世界の地形 世界の大地形について。                        

第 6 週 外的営力によってつくられる

小地形 外的営力によってつくられる小地形について。             

第 7 週 気候の成り立ち 気候の成り立ちについて。  

第 8 週 世界の気候区分 世界の気候区分について。     

第 9 週 日本の地形と気候 日本の自然の特徴と人びとの生活について。  

第１0 週 日本の自然災害と防災 日本の自然災害（地震・津波）について理解する。  

第１1 週 近畿の活断層 近畿の主な活断層について理解する。  

第１2 週 世界の環境問題 世界の環境問題、さまざまな問題について考える。  

第１3 週 日本の環境問題 日本の環境問題について。  

第１4 週 産業の発達と変化 産業の発達と変化について。  

第 15 週 世界の農業の現状と課題 世界の農業地域区分、現代世界の農業の現状と課題について。  

 
第１6 週 世界の林業・水産業 世界と日本の林業・水産業について。  

第１7 週 世界と日本の食料問題 世界と日本の食料問題について。  

第１8 週 世界のエネルギー・鉱産資源 世界のエネルギー資源と鉱産資源について。  

第１9 週 世界の資源・エネルギー問題 世界のさまざまなエネルギー問題について。  

第 20 週 世界の工業の発達 工業の発達と立地、世界の工業地域について。  

第 21 週 現代世界の工業の現状と課

題、日本の工業 現代世界の工業の現状と課題、日本の工業について。  

第 22 週 世界の人口問題 世界の人口問題、発展途上国の人口問題について。  

第 23 週 先進国・日本の人口問題 先進国と日本の人口問題について。  

第 24 週 世界の民族・領土問題 日本の領土問題を中心に。  

第 25 週 現代世界の諸地域 
中国 中国の経済発展について。  

第 26 週 朝鮮半島 韓国の産業の発展と変化、隣国との交流と今後の動向について。  

第 27 週 東南アジアⅠ 東南アジアの歴史と文化、農業について。  

第 28 週 東南アジアⅡ ASEAN 諸国の工業について。  

第 29 週 南アジア インドの農業と工業について。  

第 30 週 まとめ  
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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数学α  ( Mathematics α ) 
 

 

１年・通年・４単位・必修 
  機械,  電気工学科・担当  (安田 智之) 

  電子制御, 情報，物質化学工学科・担当  (吉井 豊) 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

  

〔講義の目的〕 

科学や工学から生まれた多くのアイデアは数式によって表すことができる。数学という学問の大きな目

的の一つは、その数式を解き明かすことで科学や工学をより深く理解することにある。 

「数学α」では基本的な数学的思考を養うとともに、複雑な式を正確に扱える計算力を培う。 

〔講義の概要〕 

中学校で学んだ文字の計算・方程式・関数の考え方をさらに深めて、様々な形の方程式や不等式の解法

を学ぶ。また、物理・化学・専門科目・２年生以降の数学を学習する上での基礎となる新しい関数(分数

関数・無理関数・指数関数・対数関数・三角関数・逆三角関数)を学習する。 

〔履修上の留意点〕 

数学は抽象的な学問であるため、わかりにくいと感じられることが多い。そのようなときは、できるだ

け例題や問題集に挑戦しながら具体的に考えていくことを勧める。また、数学の理解の仕方は千差万別で

あるため、自分なりに理解出来るまで、教科書とノートを見て地道に繰り返し、復習をすることが必要で

ある。もちろん、授業中や放課後に担当教員へ質問をすることも理解を深めるために大切なことである。

初めはわからないことが多くても、集中して自分の頭で考え、悩みぬいた経験があれば、数週間後ある

いは数ヶ月後、数年後には細かいところもスムーズに納得できるようになるものである。そして、計算の

仕方とその仕組みがわかるようになれば、数学は非常におもしろい学問となる。 

 

〔到達目標〕 

前期中間試験： (１)整式の展開と因数分解 (２)分数式の計算 (３)絶対値を含む式の計算 

(４)平方根を含む式の計算 

前期末試験：  (１)因数定理の理解 (２)高次方程式の解法(３)分数関数・無理関数のグラフと方程式

の解法 (４)逆関数と合成関数を求める 

後期中間試験： (１)指数法則、対数の性質を使った計算 (２)指数関数・対数関数のグラフと方程式、

不等式の解法 (３)常用対数を使った計算 (４)三角関数(三角比)の理解と計算 

学年末試験：  (１)正弦定理と余弦定理の利用 (２)一般角の三角関数の理解とグラフおよび方程式、

不等式の解法 (３)加法定理といろいろな公式を使った計算 

 

〔評価方法〕 

定期試験の成績(６０％)に、これ以外の小テスト・課題レポート・授業への取り組み(４０％)を加えて

総合的に評価する。 

〔教科書〕 

 「新版 基礎数学」，実教出版，岡本和夫 監修 

〔問題集〕 

 「新版 基礎数学 演習」，実教出版，岡本和夫 監修 

〔関連科目・学習指針〕 

「数学α」で学ぶ内容は、「数学β」でも使われる。さらに物理、化学、専門科目および２年生以降に

おける数学の学習の基礎となる。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

第１週 整式の加法・減法・乗法 整式の加減乗法による結果を降べき(昇べき)の順に整理する。  

第 2週 整式の展開公式 展開公式を使って、いろいろな式の展開を計算する。  

第 3 週 整式の因数分解 因数分解の公式を使って、いろいろな式の因数分解を計算する。  

第 4週 整式の除法 数字(整数)と同じように整式の割り算の計算をする。  

第 5 週 整式の約数・倍数 数字(整数)と同じように整式の約数と倍数を求める。  

第 6 週 分数式 数字(整数)と同じように整式の分数の計算をする。  

第 7 週 実数の分類と絶対値 有理数と無理数を理解し、場合分けを使って絶対値を定義する。  

第 8週 平方根を含む式の計算 平方根を理解して、分母を有理化する。  

第 9 週 恒等式 恒等式の性質を理解して、分数式を部分分数に分解する。  

第 10 週 剰余の定理・因数定理 剰余の定理、因数定理を使って、余りの計算と因数分解をする。  

第 11 週 高次方程式 因数分解の公式と因数定理を使って3次と４次の方程式を解く。  

第 12 週 等式・不等式の証明 等式と不等式の証明方法を理解し、証明の書き方を身につける。  

第 13 週 べき関数 偶関数・奇関数を理解して、グラフの平行移動も学ぶ。  

第 14 週 分数関数・無理関数 分数関数と無理関数のグラフを書き、方程式の問題を解く。  

第 15 週 逆関数・合成関数 逆関数の定義とその性質を理解して、合成関数も求める。  

前期末試験 

第 16 週 指数の拡張 累乗根を理解して、指数が有理数の場合の計算をする。  

第 17 週 指数関数とそのグラフ 指数関数のグラフの特徴を理解し方程式・不等式の問題を解く。  

第 18 週 対数とその性質 対数の定義と性質を理解して、対数の計算をする。  

第 19 週 対数関数とそのグラフ 対数関数のグラフの特徴を理解し方程式・不等式の問題を解く。  

第 20 週 常用対数 常用対数を利用して、応用問題を解く。  

第 21 週 鋭角の三角比 三角比の定義とその性質を理解して、問題を解く。  

第 22 週 三角比の拡張 拡張された三角比とその性質を理解して、問題を解く。  

第 23 週 正弦定理と余弦定理 正弦定理と余弦定理を理解して、三角形の面積を求める。  

第 24 週 一般角と弧度法 一般角や弧度法の定義を理解して、計算をする。  

第 25 週 三角関数 一般角の三角関数の定義と性質を理解して、問題を解く。  

第 26 週 三角関数のグラフ 三角関数のグラフの特徴を理解して、グラフを書く。  

第 27 週 三角方程式・不等式 三角関数の方程式と不等式を解く。  

第 28 週 逆三角関数 逆三角関数の定義と性質を理解する。  

第 29 週 加法定理 加法定理を導き、加法定理を使って計算をする。  

第 30 週 加法定理の応用 加法定理から導かれる公式を使って計算をする。  

学年末試験 

＊ ４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

（達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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数学β (Mathematics β) 
１年・通年・２単位・必修 
機械，電気，電子制御，情報，物質化学工学科 

担当 荒金 憲一 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

  

〔講義の目的〕 
数学はあらゆる科学の基礎になっており、自然科学でも社会科学でも数学の知識なしでは学ぶことが

できない。数学βでは、基本的な数学的思考力を養うと共に、十分な計算力を培う。 
〔講義の概要〕 
・２次方程式・不等式の解法を理解し、２次関数のグラフと方程式・不等式の解との関係を調べる。

・平面上の直線、円の性質を調べ、２直線の平行・垂直などの関係、直線と円との関係を調べる。 

・２次曲線（放物線・だ円・双曲線）の基本的な性質を調べる。 

 ・集合の基礎・個数の数え上げ・命題と証明を学習する。 
〔履修上の留意点〕 
数学の内容は抽象的なため、分かりにくいことが多いようです。最初から記号や言葉の意味を頭で理

解しようとせずに、出来るだけ具体的な問題(例題)を通して、手を動かしながら考えていくことを勧

めます。細かいことを気にせずに、大筋をつかむように勉強していくとよいでしょう。計算の仕方と

理論がわかれば数学は非常におもしろいものです。そのためには、授業中、集中して自分の頭で理解

すること。手を動かすこと。ノ－トを写しただけでは、理解したことにはなりません。自分なりに内

容をかみくだいて納得できるまで、頭を働かせることが重要です。そして、宿題で出される問題を時

間をかけてこつこつと解いていくことが大切です。復習を主とする地道な家庭学習を心がけて下さ

い。疑問点がある場合には授業中だけでなく、質問に来て下さい。難しいと思うことも必死にやって

みればやさしくなってくる。 
〔到達目標〕 
何となく理解するのではなく、自力で問題が解けなければ意味がありません。教科書の問題と問題集

のＡ問題が完全に解けること。 

前期中間試験 ：（１）２次関数のグラフとその平行移動 （２）２次関数の最大値・最小値 
（３）平方根と複素数の計算、展開・因数分解を理解して２次方程式を解く 

前期末試験 ：（１）２次方程式の判別式、解と係数の関係 （２）グラフで２次不等式を解く 
（３）内分と外分 （４）直線のグラフと式の関係を理解する 

後期中間試験 ：（１）円の方程式と接線 （２）２次曲線(放物線・だ円・双曲線)の方程式 
（３）不等式の表す領域を図示し、領域における最大値・最小値を計算する 

学年末試験 ：（１）集合の基本的な性質を理解する （２）順列や組合せの個数を数え上げる 
（３）二項定理を理解する （４）命題と証明の基本事項を理解する 

〔評価方法〕 
  定期試験の結果（７０%)を基本とし、宿題・小テスト・レポート・授業への取り組み(３０%)をあ

わせて総合的に評価する。 
〔教 科 書〕 
   「新版 基礎数学」，実教出版，岡本和夫 編 
〔補助教材・参考書〕 
   「新版 基礎数学演習」，実教出版，岡本和夫 編 

 〔関連科目〕 
数学βは 1 年生だけでなく 2 年生以降のいろいろな科目と関連している。数学だけでなく物理・化学

や多くの専門科目とつながっている。理科や専門科目に興味を持ち、さまざまな事柄を理解して欲し

い。グラフを書き、式を計算してその関連を考えて理解を深めて下さい。 
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週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 基本的な２次関数のグラフ ２次関数 y=ax2のグラフの性質を復習し、その性質を調べる。  

第 2週 ２次関数の平行移動 ２次関数 y=ax2のグラフを x 軸、y 軸方向に平行移動する。  

第 3週 ２次関数の標準形 ２次関数 y=ax2+bx+c を標準形に変形する。  

第 4週 ２次関数の最大・最小 ２次関数の最大値・最小値について調べる。  

第 5週 ２次方程式の解法 
因数分解や平方根を用いて、２次方程式を解く方法を学ぶ。

さらに、それらの応用として２次方程式の解の公式を導く。
 

第 6週 複 素 数 ２乗して－１になる数 i を導入し、複素数の四則演算を行う。  

第 7週 判 別 式 ２次方程式の解が実数であるかどうかの判定を行う。  

第 8週 解と係数の関係 ２次方程式の係数と２つの解の間にある関係について学ぶ。  

第 9週 ２次式の因数分解 ２次方程式の解を用いて２次式を因数分解する。  

第１0週 不等式とその解 不等式の基本性質を学ぶ。また、１次不等式の解を求める。  

第１1週 グラフと方程式の解 ２次方程式の解と、２次関数のグラフとの関係を調べる。  

第１2週 ２次不等式の解法 ２次関数のグラフを用いて、２次不等式の解を求める。  

第１3週 絶対値と方程式・不等式  絶対値を含む方程式および不等式の解を求める。  

第１4週 平面上の点の座標 線分の内分点・外分点の座標を調べる。２点間の距離を調べる。  

第１5週 直線の方程式 
平面上の直線を表す方程式について学ぶ。 
さらに、２直線の平行と垂直について調べる。  

前期末試験 

第１6週 円の方程式 平面上の円の方程式について学ぶ。  

第１7週 円の接線の方程式 平面上の円の接線の方程式について学ぶ。  

第１8週 放物線の方程式 放物線を定義し、焦点・準線などの性質について学ぶ。  

第１9週 だ円の方程式 だ円を定義し、その焦点などの性質について学ぶ。  

第 20 週 双曲線の方程式 双曲線を定義し、焦点・漸近線などの性質について学ぶ。  

第 21 週 ２次曲線と直線の関係 ２次曲線と直線の共有点の個数と図形の移動について学ぶ。  

第 22 週 不等式の表す領域 不等式・連立不等式を満たす平面上の点の集まりについて学ぶ。  

第 23 週 領域における最大・最小 領域内の点(x, y)に対し、ax+by の最大値・最小値を求める。  

第 24 週 集合の定義と性質 集合の考え方を理解し、その基本的な性質について学ぶ。  

第 25 週 要素の個数と場合の数 集合の要素の個数と、ある事柄が起こる場合の数を数える。  

第 26 週 順 列 異なるものを一列に並べる場合の数を求める。  

第 27 週 組合せ 異なるものからいくつかを取り出して並べない場合の数を求める。  

第 28 週 二項定理 式 (a+b)nを展開したときの係数を求める。  

第 29 週 条件と命題 命題の真偽を判定し、必要条件・十分条件を理解する。  

第 30 週 命題と証明 命題とその逆・裏・対偶との関係、および背理法を理解する。  

学年末試験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった 

（達成）          （達成）          （達成）                （達成）                      （達成） 
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        物理Ⅰ ( Physics Ⅰ) 

１年・通年・２単位・必修 

M        担当 新野 康彦 

E・S       担当 榊原 和彦 

I       担当 南  賢一 

C         担当 堀内 泰男 

〔準学士課程（本科１− ５年） 学習教育

目標〕 

（２） 

  

〔講義の目的〕 
 自然が示す種々な現象には一定の規則性があります。多彩な現象の背後にある法則を探求するのが自然科

学で、その基礎となっているのが物理学です。物理の学習の目的は、種々な現象を貫く基本法則や物理概念

を記述する数理公式を見いだし、自然の仕組みを系統的に理解することといえます。また科学技術の進展は

私たちに多くの恩恵をもたらしている反面、人類の生存に関わる負の遺産も作り出していることにも着目し

ます。従って科学的なものの見方考え方（合理性）の上に、自然との共生という視点も重視して講義します。

〔講義の概要〕 
 １年生では、もっとも基本となる「力と運動」の分野を学習します。ここで学ぶ事柄の多くは物理学の他

の分野や工学の各分野での考え方の基本となるのでとりわけ重要な分野です。教科書に準拠して進めますが、

教師演示や学生実験を行い、また小テストを適宜実施して理解を促します。 

〔履修上の留意点〕 
 中学理科と違い、物理は暗記科目ではなく、自然現象を論理的に考察して基本法則を見出し、その法則を

数理的手法で表現する学問です。さらに物理現象を記述する概念や公式は多くの工学専門分野で使われる「共

通語」になります。適宜皆さんに発問しながら授業を進めます。少しでよいですから、日々の予習復習を欠

かさないことが大切です。疑問点は早目に解決してください。実験室は常に諸君に開放し可能な限り質問に

応えるようにしています。夏期休暇を利用した「自由研究」に取り組めるよう援助をします。物理は自然の

背後に隠された謎を解き明かしていくロマンに溢れた学問です。常に「なぜ」と問う気持ちを大切にして謎

解きの楽しさを味わってください。 

〔到達目標〕 
 全体通して基本法則や物理概念が理解でき、基本的な計算問題が解けることが目標となる。４回の試験ご

との段階ではおおむね次のようになる。 
前期中間：速度や加速度の概念を理解し、等加速度直線運動を考察できる。 
前期期末：力と運動に関する基本法則を理解し、運動方程式を解いて物体の運動を考察できる。 
後期中間：運動量や力学的エネルギーに関する基本法則を理解し、これらを用いて物体の運動を考察できる。

学年末：平面運動における速度や加速度、重力中の水平投射運動、等速円運動を考察できる。 

〔評価方法〕 
 年４回の定期試験(70%)と小テスト、課題レポートや実験レポート(これらは基本的に宿題とします)、並び

に、ノート提出、授業中の問題解答や質疑応答への積極的参加などの授業の取り組み(30%)によって総合的

に評価します。なお、成績不振者に対しては課題提出を要求する場合があります。 

〔教 科 書〕 
 高専の物理（第５版）（森北出版）、 高専の物理問題集（第３版）（森北出版） 
〔補助教材・参考書〕 
数学の教科書、フォトサイエンス物理図録（数研出版）、プリント 

 〔関連科目〕 
 中学の数学や理科を前提にします。高専の数学は必修です。物理で学ぶ原理・法則は殆どの工学系の専門

科目で応用されていきます。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

第１週 導入 物理とは，授業方法，成績評価などについて説明する。  

第 2 週 速度と変位 （1頁）変位，速度について理解する。  

第 3 週 加速度   （5 頁）加速度（一次元）について理解する。  

第 4 週 等加速度直線運動Ⅰ （6頁）加速度が正の場合の問題を理解する。  

第 5 週 等加速度直線運動Ⅱ （6頁）加速度が負の場合の問題を理解する。  

第 6 週 自由落下，鉛直投射運動 （18 頁）重力中の一次元の運動を理解する。  

第 7 週 同上 同上  

第 8 週 力，運動の第一法則 （8頁）慣性の法則について理解する。  

第 9 週 運動の第二法則 （11 頁）運動方程式を理解する。（学生実験）  

第１0週 運動の第三法則 （13 頁）作用反作用の法則を理解する。  

第１1週 重力，万有引力，弾性力 （14 頁）万有引力やばねの弾性力について理解する。  

第１2週 同上 同上  

第１3週 運動方程式の作り方Ⅰ （17 頁）二物体以上が連結する運動の取り扱いを理解する。  

第１4週 運動方程式の作り方Ⅱ 同上  

第１5週 摩擦と運動 （20 頁）水平面上で摩擦が働くときの運動を理解する。  

前期末試験 

第１6週 力積と運動量 （23 頁）運動量の変化と力積の関係を理解する。  

第１7週 運動量保存の法則，反発係数 （24 頁）運動量保存の法則を理解する。  

第１8週 仕事，運動エネルギー （26 頁）力と仕事，運動エネルギーを理解する。  

第１9週 位置エネルギー （29 頁）重力，弾性力による位置エネルギーを理解する。  

第 20 週 力学的エネルギー保存法則 （31 頁）力学的エネルギー保存の法則を理解する。  

第 21 週  ベクトルとスカラー （33，244 頁）ベクトルの演算法則を理解する。  

第 22 週 三角関数の導入 （245 頁）三角関数の基本演算を理解する。  

第 23 週 力，力の釣り合い （35, 243 頁）力の合成，分解，釣り合いを理解する。  

第 24 週 運動方程式（二次元） （39，41 頁）平面の運動方程式，水平投射を理解する。  

第 25 週 仕事の原理，斜面上の運動 （41，43 頁）斜面を利用した物体の運動を理解する。  

第 26 週 等速円運動 
（44 頁）弧度法を理解し，角速度，周期，周波数などを理解

する。 
 

第 27 週 同上 
（45 頁）等速円運動における速度，加速度，向心力を理解す

る。 
 

第 28 週 等速円運動（実験） （等速円運動に関する実験）  

第 29 週 惑星の運動 （46 頁）惑星の運動に関するケプラーの法則を理解する。  

第 30 週 人工衛星の運動 （47 頁）万有引力に由来する人工衛星の運動を理解する。  

学年末試験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 



  

化 学（Chemistry） 
１年・通年・３単位・必修 

物質化学工学科・担当 三木 功次郎 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

 

〔JABEE 基準〕 

 

 

〔講義の目的〕 
  この講義は，物質化学工学科の専門科目を学ぶ上での基礎作りという重要な意味を持っています。

中学校における理科（第一分野）の化学の内容を発展させ，化学の基礎的内容（高校レベルに相当）

について十分に理解して，活用できる能力を身につけることを目的とします。また，この化学の学

習を通して，科学的なものの見方や考え方を身に付けることを目指します。 
〔講義の概要〕 
  物質の構成や物質の変化について，分子・原子・イオンなどの基本的な構成粒子の概念を基に，

さまざまな化学反応を考えていきます。また，化学において粒子数を表す基本単位の「モル」を用

いて，化学反応の量的な関係について講義・演習を行います。 

〔履修上の留意点〕 
学習の成果を挙げるためには，半年間授業にきっちりと出席し，前向きに取り組むことが大切で

す。授業では教科書，問題集，電卓，ノートを使います。 
授業では，板書以外に授業での説明，自分で思ったことなどをノートにメモするようにしてくだ

さい。基本的に予習（教科書を読む）を前提に授業を進めます。復習はその日のうちに必ず行って

ください。 
宿題（問題集）は自分で考えて答えを導いた後，解答を参考にして，分からなかった点について

理解を深めるようにしてください。宿題の提出は，期限を厳守してください。 
なお，授業は主に中程度レベルで行います。より高度なレベルを目指す人は，下記の参考書など

を用いて自分で勉強してください。 
〔到達目標〕 
前期中間試験：1）物質の構成の理解，2）物質の構成粒子の理解，3）粒子の結合の理解 

前期末試験：1）金属結合の理解，2）物質量と化学反応式の理解，3）酸と塩基，pH の理解 

後期中間試験：1）中和反応の理解，2）塩，弱酸および弱塩基の理解，2）酸化還元反応の理解 

学年末試験：1）金属の酸化還元反応の理解，2）熱化学方程式の理解，3）ヘスの法則の理解 

〔評価方法〕 
定期試験(60％)，小テスト(20％)，宿題(20％)で評価を行います。単位認定は，総合的に判断し

て，到達目標を 60％以上クリアしていることを原則とします。 
〔教科書・補助教材〕 
「化学基礎」，辰巳 敬，伊藤眞人 他，数研出版 
「リードα化学基礎＋化学」，数研出版 
「フォローアップドリル化学基礎「物質量・化学反応式」，数研出版（夏季休業中の課題） 
〔参考書〕 
「配布プリント」 
「チャート式シリーズ 新化学」，野村祐次郎 他著，数研出版 (標準レベル) 

「理解しやすい化学 化学基礎収録版」，戸嶋 直樹，瀬川 浩司 著，文英堂(標準レベル) 

「理系大学受験化学の新研究改訂版」，卜部吉庸 著，三省堂 (発展レベル) 

「理系大学受験化学Ⅰ･Ⅱの新演習改訂版」，卜部吉庸 著，三省堂 (発展レベル) 

「新理系の化学(上)，（下）」，石川正明 著，駿台文庫 (発展レベル) 

「高校で教わりたかった化学」，渡辺 正，北條博彦著，日本評論社(発展レベル) 

〔関連科目・学習指針〕 
専門科目への導入として，化学の基礎的事項について十分に理解してください。この科目は，後期

の「化学演習」(１年，１単位)および「分析化学Ⅰ」(１年，１単位)に関連しています。 
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講義項目・内容           

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 オリエンテーション 化学についての学習の意義や内容・評価の方法  

第 2週 物質の構成 化学と人間生活，混合物と純物質  

第 3週 物質の構成 物質とその成分，物質の三態と熱運動  

第 4週 物質の構成粒子 原子とその構造，イオン  

第 5週 物質の構成粒子 周期表と元素の分類  

第 6週 粒子の結合 イオン結合とイオンからなる物質  

第 7週 粒子の結合 共有結合，配位結合，分子の極性  

第 8週 粒子の結合 共有結合の物質，電子軌道 

第 9週 粒子の結合 金属結合と金属  

第１0週 物質量と化学反応式 原子量・分子量・式量  

第１1週 物質量と化学反応式 物質量，溶液の濃度  

第１2週 物質量と化学反応式 化学反応式  

第１3週 物質量と化学反応式 化学反応式の量的関係  

第１4週 酸と塩基の反応 酸と塩基  

第１5週 酸と塩基の反応 水の電離と水溶液の pH，水のイオン積  

前期末試験 

第１6週 酸と塩基の反応 中和反応  

第１7週 酸と塩基の反応 中和滴定と pH  

第１8週 酸と塩基の反応 塩，弱酸・弱塩基の遊離  

第１9週 酸と塩基の反応 塩の加水分解  

第 20 週 酸化還元反応 酸化と還元  

第 21 週 酸化還元反応 酸化剤と還元剤  

第 22 週 酸化還元反応 酸化還元反応の量的関係(1)  

第 23 週 酸化還元反応 酸化還元反応の量的関係(2) 

第 24 週 酸化還元反応 金属の酸化還元反応  

第 25 週 酸化還元反応 酸化還元反応の利用  

第 26 週 化学反応と熱 化学反応とエネルギー，反応熱  

第 27 週 化学反応と熱 熱化学方程式，反応熱の種類  

第 28 週 化学反応と熱 ヘスの法則（1）  

第 29 週 化学反応と熱 ヘスの法則（2）  

第 30 週 化学反応と熱 結合エネルギー  

学年末試験  
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 

2014 シラバス 1C019 



 

  

生物（Biology） 
１年・通年・２単位・必修 

物質化学工学科・担当 岡田 佳栄 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

  

〔講義の目的〕 

 
生物学 から得られた基本的な知識の理解を基に、これからの専門分野と関連づけ、 

科学的な考え方を身につけるきっかけとしていく。 

〔講義の概要〕 
 

生物の共通性と多様性を学ぶことを通して、生命の仕組みや自然への理解を深める。 

〔履修上の留意点〕 
資料集を予習や復習に必ず活用すること。 
様々な事柄に対して、好奇心を持つように心がける。 

〔到達目標〕 
  前期中間試験：生物の多様性と共通性を細胞の構造や働きを学んで理解する。  
  前期期末試験：生命の連続性の仕組みと分子生物学の基礎を知る。 
  後期中間試験：体内環境の恒常性維持の仕組みと生体防御を理解する。 
  学 年 末試験：植物の多様性と生態系の構造を理解する。 

〔評価方法〕 
定期試験成績(80％)を主体とし、 
提出物（実習プリント、課題レポート、ドリル、宿題）の評価(20％) 
を加えて、総合的に判断を行います。 

〔教 科 書〕 
  生物基礎（第一学習社） 
〔補助教材・参考書〕    

  視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録（数研出版） 

  生物基礎の基本マスター（啓林館） 

 
 〔関連科目〕 
理科全般、地理 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

第１週 生物の多様性 生物を分類することによる多様性と共通性をみる。  

第 2 週 生物の最小単位 細胞の構造と働きを知る。  

第 3 週 細胞の多様性 原核細胞、真核細胞の違いを理解する。  

第 4 週 真核細胞の特徴 葉緑体やミトコンドリアの働きを理解する。  

第 5 週 代謝 代謝に関わるエネルギーを学ぶ。  

第 6 週 光合成 光合成の仕組みを理解する。  

第 7 週 呼吸 呼吸の仕組みとエネルギーの流れを見る。  

第 8 週 タンパク質 タンパク質と酵素の作用を知る。  

第 9 週 分子生物学 分子生物学の実験を体験してみよう。  

第 10 週 遺伝 遺伝学の発達と、DNA の構造を理解する。  

第 11 週 細胞周期と細胞分裂 細胞周期と DNA の複製を学ぶ。  

第 12 週 遺伝 遺伝暗号から、たんぱく質合成までの過程を見る。  

第 13 週 遺伝 遺伝子の調節の仕組みと発展的な知識を知る。  

第 14 週 体を知る 光学顕微鏡で体の器官を観察してみよう。  

第 15 週 体内環境 体液の組成と循環器の仕組みを知る。  

前期期末試験 

第 16 週 体液の恒常性 体液の恒常性を保つ仕組みを理解する。  

第 17 週 体液の循環と肝臓 体液の循環の仕組みと、肝臓の構造と働きを知る。  

第 18 週 体液の濃度調節 体液の浸透圧調節と腎臓の働きを学ぶ。  

第 19 週 生体防御 免疫の種類とその働きを理解する。  

第 20 週 身近な免疫 疾患と免疫の関係を理解して,免疫を身近に感じる。  

第 21 週 神経系 神経系による体内の調節への関わりを学ぶ。  

第 22 週 内分泌系 ホルモンによる恒常性維持を知る。  

第 23 週 様々な植生 様々な植生とその成り立ちを知る。  

第 24 週 森林の植生 植物への光と土などの環境の影響を知る。  

第 25 週 植生の遷移 植生の遷移過程を見る。  

第 26 週 気候とバイオーム 気候とバイオームの関係を知る。  

第 27 週 バイオーム 世界と日本のバイオームの分布を学ぶ。  

第 28 週 生態系 生態系とは何かを知る。  

第 29 週 生態系内の循環 物質循環とエネルギーの流れを学ぶ。  

第 30 週 生態系の保全 生態系への人間活動の影響を踏まえた生態系の保全を考える。  

学年末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)      (達成)          (達成)           (達成) 
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保健・体育Ⅰ 

（Health and Physical Education Ⅰ） 

１年・通年・２単位・必修 
５学科共通：中西茂巳、森 弘暢 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（１） 

  

〔講義の目的〕 
・各種の運動実践を通して技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにする。

また、健康の保持増進のための実践力と体力の向上を図り、生涯を通じて継続的に運動ができる資質

 や能力を育てる。 
・武道としての柔道は伝統的な運動文化として発展してきたものであり、相手と直接組合い、競い合

う運動である。基本動作を身につけるとともに、安全に運動が行えるようにする。 

〔講義の概要〕 
・体力を高め、運動を楽しむ態度を育てるために、各種の運動を実践し、競技ごとの技術やルール、

社会性、身体に関する知識を学ぶ。柔道では安全に受け身をとることを第一とし、投げ技と固め技

に習熟し、練習や試合ができるようにする。礼法を重んじ、相手を尊重し、協力する態度を育てる。

〔履修上の留意点〕 
・次ページの講義項目の実施順序は記載どおりとは限らない。天候等の理由により、適宜変更する可 

能性があるため、体育委員が毎回集合場所や準備物に関する連絡係の役目を果たしてほしい。定期 

試験は行わない。各時間における授業への取り組みとその積み重ねを重視する。 

 

〔到達目標〕 
・各種の運動技術に関する基礎的な技能及び知識を身につけ、運動に親しむ態度を養う。 

・自分の持っている能力をよりよく発揮し、相手と共に公平に練習できるようになる。 
 

〔評価方法〕 
・各授業時の課題への取り組み状況（60％）、運動技術及び知識の習熟度（40％）を総合して評価する。

〔教科書〕 
『保健体育概論改訂増補版』近畿地区高専体育研究会編、晃洋書房 
 
〔補助教材・参考書〕 
『アクティブスポーツ【総合版】』、大修館書店 

〔関連科目〕 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

第１週 オリエンテーション ５年間の授業の進め方と、１年次での年間計画をふまえての心構えと道具の 
管理方法について理解する。  

第 2 週 体力・運動能力調査 文部科学省が定める「新体力テスト」を実施する。  

第 3 週 同上 同上  

第 4 週 同上 同上  

第 5 週 柔道 基本動作①礼法・姿勢 武道としての特性から、特に、公正さ、相手を尊重する態度や協力する態度 
が必要であり、礼法を重んじることを理解する。  

第 6 週 一般体育（ソフトボール） ソフトボールのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 7 週 柔道 基本動作②組手・進退動作 第 5 週と同じ  

第 8 週 一般体育（ソフトボール） チームを編成し、ゲームができるようにする。  

第 9 週 柔道 基本動作③ 体捌き 体捌きや受け身の習得、練習を通して、転倒時など日常の生活での傷害の防止

にも役立つことを理解する。  

第 10 週 一般体育（バレーボール） バレーボールのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 11 週 一般体育（水泳） 水の特性を理解して泳法の練習を行い、水泳についての基礎的な知識及び技術

を習得する。  

第 12 週 同上 同上  

第 13 週 同上 同上  

第 14 週 柔道 基本動作④ 受け身 受け身の習得、練習を通して、転倒時など日常の生活での傷害の防止にも役立

つことを理解する。  

第 15 週 一般体育（バレーボール） チームを編成し、簡易ゲームができるようにする。  

 

第 16 週 柔道 基本動作⑤ 崩し・作り 技を掛けるまでの段階として、相手の体のバランスをどのようにして崩し、 
合わせて、自分の体をどのように技の形に作るかを理解する。  

第 17 週 一般体育（バスケットボール） バスケットボールのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 18 週 柔道 基本動作⑥ 崩し・作り 第 16 週と同じ  

第 19 週 一般体育（バスケットボール） チームを編成し、簡易ゲームができるようにする。  

第 20 週 
柔道 対人技能 投げ技 
（手技・腰技・足技） 

筋力や瞬発力のほか、持久力、調整力など、総合的に気力・体力を高めること

ができ、精神力や集中力が養われることを理解する。  

第 21 週 一般体育（サッカー） サッカーのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 22 週 
柔道 対人技能 投げ技 
（手技・腰技・足技） 第 20 週と同じ  

第 23 週 一般体育（サッカー） チームを編成し、簡易ゲームができるようにする。  

第 24 週 
柔道 対人技能 投げ技 
（手技・腰技・足技） 第 20 週と同じ  

第 25 週 一般体育（バドミントン） バドミントンのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 26 週 
柔道 対人技能 固め技 
（抑え技・絞め技・関節技） 第 20 週と同じ  

第 27 週 一般体育（バドミントン） ダブルスでのゲームができるようにする。  

第 28 週 
柔道 対人技能 固め技 
（抑え技・絞め技・関節技） 第 20 週と同じ  

第 29 週 一般体育（バドミントン） シングルスでのゲームができるようにする。  

第 30 週 まとめ   

 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)      (達成)          (達成)           (達成) 
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美術（Ｆｉｎｅ Ａｒｔｓ） 
1年・半期・１単位・必修 

５学科共通・平田 裕信 
      

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(１) 

  

〔講義の目的〕 
 

〔講義の概要〕 
 

 

 

〔履修上の留意点〕 
 
 
 
 

〔到達目標〕 
 

 

 
〔評価方法〕 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 

〔補助教材・参考書〕 
 
 
 
 

〔関連科目〕 
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 創作表現を知り、画材を使い技法を模索して、美術についての関心と創作者(ものつく

り)としての教養を身につける。 

 当講座では絵画・デザイン・イラストなどに加えデジタルによる表現と共に多様な美術

表現の可能性を学ぶ。 

実習と講義により美術への関心と美意識の向上に努める。 

 授業内で集中した作品の完成、提出期限、まじめで丁寧な作業を重視する。 

期限を過ぎた場合は提出点のみとなる。授業内での作品完成を目指すが、自宅学習での 

完成を求めることもある。また、期限内に未完作品の提出を求めることもある。 

 与えられた課題についての理解と表現を養い、丁寧な作業で作品の美的調和への取り組

みを目指す。美術についての関心と美的感性の向上を目指す。 

 作品への取り組みと期限内提出を基本に、課題達成の評価をＡ＋(100 点)、Ａ、ａ、

Ｂ＋、Ｂ(60 点)の５段階で評価(８０％)する。授業への取り組み・小テスト(２０％) 

(原則として３年次以降での不可評価の解消は許可しない) 

 絵具などの画材は、個人負担を原則とする。教科書は使わない。課題プリント

等配布する。画用紙などは共同購入する。 



 
講義項目・内容       

週数 
講義項目 講義内容 自己 

評価＊

第１週 
   

 
 

第 2 週 
  

 
 

第 3 週 同上  
 
 
 

第 4 週 
同上 

 
 
 
 

第 5 週   
 
 
 

第 6 週 同上 
  

 
 

第 7 週 同上  
 
 
 

第 8 週 同上   作業後に提出、講評 
 
 
 

第 9 週   
 
 
 

第１0 週 同上 
  

 
 

第１1 週 同上  
 
 
 

第１2 週 自由表現 
課題４  

 
 
 

第１3 週 同上 (各個人の多様な表現意欲を育てるための表現素材や 
  資料の提供に便宜をはかる) 

 
 
 

第１4 週 同上  
 
 
 

第１5 週 まとめ   小テスト、鑑賞 
 
 
 

        
          
 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)   (達成)   (達成)    (達成) 

 鉛筆デッサン(鉛筆の削り方、持ち方) 
 画材(鉛筆、絵具)の歴史について 
 立方体と手を素材として描く 
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授業内容の説明 
個々の表現力を見る 

   美術について説明 
   画材について説明 
   想像描写幾何形態

描写・立体表現 
課題１ 

   空間表現法－東洋と西洋の差異 
   遠近透視図法の表現の試み 
   校内写生 

 立方体を各人ケント紙で作成 

色彩による表現 
課題２ 

 前課題の講評 
 立方体による色彩表現 

 色彩学の基礎学習(色彩構成)とその活用と色の調査  
 3 種の立方体を素材として色彩構成 

デジタル表現 
課題３ 

 校内風景写生(鉛筆スケッチ)に画像処理ソフトで着色 
デジタル表現のための説明 

 デジタル表現による実習、作画、ポストカード、 
 ポスター、アニメなどＣＧによる制作 

   自分の好みのテーマを選び作品にする。 



 

  

音 楽（Ｍｕｓｉｃ） 
１年・半期・１単位・必修 

５学科共通   担当 荒巻 徳代 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 
学習教育目標〕 

（１） 

  

〔講義の目的〕 

 
    「子供から大人への過渡期」（青年期）に美に対する感性を高めるとともに、芸術を 

愛好する心を育て、豊かな情操を養う。 

〔講義の概要〕 

 
        さまざまな曲（校歌を含む）を通して、歌う楽しさを味わいながら発声の基本を身に 

    つけさせる。オペラやミュージカル鑑賞で、舞台芸術の素晴らしさを味わう。 

           

〔履修上の留意点〕 

 
小・中学校で学んだ楽典（音楽理論）を理解するだけではなく、積極的に歌うこと、 

楽器を演奏することに生かし、楽しく取り組んでほしい。 

〔到達目標〕 
 

・ 奈良高専生として、誇りを持って校歌を歌えるようになること。 

・ 演奏を通じて、積極的に自己表現をすること。 
 
〔評価方法〕 
 
     歌唱テスト、定期試験、自由曲演奏テスト、授業態度、提出物など 

合わせて総合評価する。 
   

〔教 科 書〕 
     『音楽Ⅰ Tutti』（教育出版） 
 
〔補助教材・参考書〕 
         楽譜プリントを配布（ギターの簡易コード表、ハ長調のギター弾き語りのための楽譜） 

 〔関連科目〕 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 自己紹介 
授業の概要説明 

発声練習の必要性を理解する。 
教科書のすでに知っている曲をできるだけ多く歌う。 

 
 
 

第 2 週 発声練習と歌唱練習 発声練習と歌唱練習（校歌と二部合唱にも取り組む） 
 
 
 

第 3 週 同上 同上 
 
 
 

第 4 週 楽典の復習 楽典の復習と音名・音程・和音(コードネーム)を理解する。
 
 
 

第 5 週 同上 同上 
 
 
 

第 6 週 歌唱テスト 課題曲による歌唱テスト 
 
 
 

第 7 週 楽典のまとめ 楽典の問題プリントで中間テストに備える。 
 
 
 

第 8 週 鑑 賞 ＤＶＤで音楽映画、オペラ、ミュージカルの鑑賞 
 
 
 

第 9 週 同上 同上 
 
 
 

第１0 週 ギター演奏 ギターのやさしいコードをマスターし、弾き語りを練習。

自由曲演奏のテストのために自由な練習時間を設ける。 

 
 

 

第１1 週 同上 同上 
 
 
 

第１2 週 同上 同上 
 
 
 

第１3 週 同上 同上 
 
 
 

第１4 週 自由曲による 
演奏テスト 

歌唱ならパートを分け、楽器の場合もパートあるいは 
楽器を別々に担当しなければならない。 

 
 
 

第１5 週 同上 同上 
 
 
 

        
       定期試験 
 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)   (達成)   (達成)    (達成) 
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英語Ⅰ（English I） 

 

  1年・通年・5単位の中の3単位・必修 

電気・電子制御・情報・物質化学工学科

担当  前田 哲宏 

準学士課程（本科１ー５年） 
学習教育目標〕 

（３） 

 
 

 

〔講義の目的〕 
「読む・書く・話す・聞く」の4技能を総合的に学習し、基本的な文法、構文に対する理解力や語彙力を身につ

けることを目的とする。国際社会で交流する際に必要な、外国の歴史や文化や考え方に対する理解も深まるよう

に指導したい。 
 
〔講義の概要〕 
教材毎に、精読、速読、コミュニケーションに重点を置いて指導するが、特に文法力や単語力の育成に留意す

る。精読では、文法や構文に留意して正確な英文解釈、内容把握をさせる。速読では、英語の流れに従って、短

時間に正確にポイントを把握させる。コミュニケーションでは、積極的に英語を運用させる。 
 

〔履修上の留意点〕 
新出単語・連語は必ず予習すること。各レッスンのまとめにあるGrammar Pointsを理解できるようにするこ

と。毎週実施される単語テストは語彙力をつけるために必要であるので真剣に取り組むこと。 
 

〔到達目標〕 
 各レッスンの新出文法事項を理解し、運用できるようにする。各レッスンの内容把握を深めるために、各パラ

グラフに何が書かれているかを読み取るようにする。新出の単語・熟語を定着させる。 
 前期中間試験：Lesson 1～Lesson 2 ①Itの用法 ②to不定詞 ③現在完了進行形 ④過去完了形 ⑤動名詞  
 前期末試験：Lesson3～Lesson 5 ①関係代名詞 ②助動詞 ③受動態 ④分詞 ⑤比較⑥原型不定詞  

⑦SVO+if節 ⑧wh-節  
 後期中間試験：Lesson6～Lesson 7 ①関係副詞 ②助動詞+have+過去分詞 ③過去完了進行形  

④知覚動詞+O+現在分詞(過去分詞) 
 学年末試験：Lesson8～Lesson 10 ①仮定法過去 ②関係代名詞の非制限用法 ③seem+to不定詞 ④分詞構文

             ⑤未来完了 ⑥前置詞+関係代名詞 ⑦仮定法過去完了⑧否定         

〔評価方法〕 
定期試験（６０％）と小テスト（２０％）、課題、授業での取り組み・発表（２０％）を加えて総合的に評価

する。 
〔教科書〕 

Genius English Communication I (大脩館書店) 
〔補助教材〕 
 Word-Meister 英単語・熟語4500 (第一学習社) 
 
〔関連科目〕 
英語Ⅰ（２単位） 
様々な情報が身の回りにあり、各レッスンを学ぶときに関係してくるので、常に新聞、雑誌、ニュースなどに

注意しておくこと。また、英語の読解力や表現力を伸ばすためには、国語の理解力が必要であるので、国語の学

習にも留意すること。 



2014シラバス                                                                           1ESIC029 

 
講義項目・内容 
  週数 講義項目 講義内容 自己 

評価＊

第１週  
第２週  
第３週 

ガイダンス、Lesson 1 
A Village of One Hundred 
 

100人の村が抱える様々な問題点を描く。 
to不定詞・Itの用法 

 
第４週  
第５週  
第６週 

Lesson 2  Three Cups of 
Tea 
 

K2の頂点を目指した男性が見つけた大切なものとは?  
現在完了進行形・過去完了形・動名詞 
 

 
第７週 Lesson 3  More Than 

Just a Piece of Cloth 
風呂敷から伝統文化を考える。 
関係代名詞・助動詞・受動態 

 

第８週 前期中間試験 

第９週  
 第１０週 

Lesson 3  
 

 第１１週  
 第１２週  
 第１３週 

Lesson 4   
Borneo’s Moment of 
Truth 
 

自然豊かなボルネオが危機にさらされている。 
分詞・比較 

 

 第１４週  
 第１５週 

Lesson 5  
Alex’s Lemonade Stand 

「レモネードを売ったお金をお医者さんに寄付する」4 歳

の少女がアメリカを動かした。 
原形不定詞・SVO節・wh-節 

 

      前期末試験 

 第１６週 Lesson 5   
 第１７週  
 第１８週  
 第１９週 

Lesson 6   
Magic and the Brain 

マジックは脳が見せる幻想の世界。 
関係副詞・助動詞+have+過去分詞 

 
第２０週  
第２１週 

Lesson 7   
Mother of Women’s Judo 

女子柔道界を切り拓いたアメリカ人女性。 
過去完了進行形・知覚動詞+O+現在分詞(過去分詞)  

第２２週 後期中間試験 

第２３週  
第２４週  
第２５週 

Lesson 8 
Water Crisis 

生活に欠かせない「水」。日本は水の輸入国だった。 
仮定法過去・関係代名詞の非制限用法・seem+to不定詞 

 
第２６週  
第２７週  
第２８週 

Lesson 9   
Coffee and Fair Trade 

コーヒーから適正な労働環境を考える。 
分詞構文・未来完了 

 
第２９週  
第３０週 

Lesson 10   
Life in a Jar 
 

第二次大戦下のポーランドで 2500 人のユダヤ人を救った

女性がいた。 
前置詞+関係代名詞・仮定法過去完了・否定 

 

      学年末試験 
＊４：完全に理解した、３：ほぼ理解した、２：やや理解できた、１：ほとんど理解できなかった、０：全く理解できなかった、 

   (達成)       （達成）      （達成）        (達成)           （達成） 
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英語Ⅰ（English I） 
1 年・通年・５単位の中の２単位・必修 

５学科共通・担当 金澤 直志 

準学士課程（本科１ー５年） 
学習教育目標〕 

（３） 

  
  

〔講座の目的〕 

 学生の英語コミュニケーションの素地を養い、さらに英語の正確な読み書きに結びつける。英語 Iのな

かで連携をとりながら、学生に必要な語彙や文法、表現力を繰り返し練習する事で、彼らの総合的な英語

力を高める。 

〔講座の概要〕 

 学生は、各教材によって、文法事項の説明、単語、連語の理解をさらに深め、繰り返し練習する。学生

は将来、論文を正確に読み書きする際に必要となる語彙、文法、表現力を身につける。 

〔履修上の留意点〕 

 各章の文法事項をきちんと理解し、繰り返し練習し習得する。知らない単語や連語については、あらか

じめノートに書き写し、その文意にあった意味を書き留めておく。 

 他の学生の発表や、それに対する教師の指導を、注意深く聞く。 

 出される課題は、学習内容を身につけるために大切なので、きっちりとこなす。 

〔到達目標〕 

・ 前期中間試験：文の種類、文型、時制、完了形、助動詞についての理解の徹底。 

・ 前期末試験 ：受動態、不定詞、動名詞についての理解の徹底。 

・ 後期中間試験：分詞、比較、関係詞の理解の徹底。 

・ 学年末試験 ：仮定法、否定表現、話法、強調、品詞、前置詞、接続詞の理解の徹底 

         １年次で学習した文法事項全体の理解徹底。 

 

〔評価方法〕 

 定期試験（60%）と小テスト(20%)、課題、授業での取り組み・発表(20%)を加えて総合的に評価する。 

〔教 科 書〕 

 総合英語 Forest Extensive English Grammar in 47 Lessons 6th edition （桐原書店） 

 

〔補助教材・参考書〕 

Genius English Course I Revised （大修館書店） 

 

 〔関連科目〕 

英語 I(３単位分) 
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講座項目・内容 

  週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 ガイダンス・文の種類 授業内容と進め方の説明、文の種類。  

第２週 動詞と文型 自・他動詞、５文型。  

第３週 動詞と時制 現在、過去、未来表現。  

第４週 完了形（１） 現在完了形、現在完了進行形。  

第５週 完了形（２） 過去完了形、過去完了進行形、未来完了形。  

第６週 助動詞（１） 助動詞の役割、will/would/shall の用法。  

第７週 助動詞（２） 助動詞＋have+過去分詞、助動詞を含む慣用表現。  

第８週 前期中間考査 

第９週 態（１） 能動態と受動態、受動態のさまざまな形（１）。  

 第１０週 態（２） 受動態のさまざまな形（２）、受動態を含む慣用表現。  

 第１１週 不定詞（１） 不定詞の基本、使役・知覚動詞を用いた不定詞。  

 第１２週 不定詞（２） 完了形・進行形・受動態の不定詞。  

 第１３週 動名詞（１） 動名詞の働き、動名詞の意味上の主語。  

 第１４週 動名詞（２） 動名詞の重要表現、動名詞と不定詞の使い分け。  

 第１５週 まとめ これまでの学習のまとめ。  

前期末考査   

 第１６週 分詞（１） 現在分詞と過去分詞。  

 第１７週 分詞（２） 分詞構文。  

 第１８週 比較（１） 原級・比較級・最上級を使った比較。  

 第１９週 比較（２） 原級・比較級・最上級を使った重要表現。  

第２０週 関係詞（１） 関係詞の基本、前置詞と関係代名詞、What。  

第２１週 関係詞（２） 関係副詞、複合関係詞。  
第２２週 後期中間考査 

第２３週 仮定法（１） 直説法と仮定法、仮定法過去、仮定法過去完了。  

第２４週 仮定法（２） wish・as if 等を含む仮定法。  

第２５週 否定 not/never/no、部分・全否定。  

第２６週 話法・強調等 直接・間接話法、強調、倒置。  

第２７週 品詞 名詞、形容詞、副詞。  

第２８週 前置詞 主要な前置詞の用法。  

第２９週 接続詞 等位接続詞、従属接続詞、副詞節を導く接続詞。  

第３０週 まとめ これまでの学習のまとめ  

学年末考査 

４：完全に理解した、３：ほぼ理解した、２：やや理解できた、１：ほとんど理解できなかった、０：全く理解できなかった、 

   (達成)       （達成）      （達成）        (達成)           （達成） 



  

分析化学Ⅰ 

（Analytical Chemistry Ⅰ） 

１年・後期・１単位・必修 

物質化学工学科・担当 亀井 稔之 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

  

 

〔講義の目的〕 

企業において研究、開発、分析等を行うにあたっては、その対象となる化学物質に関する知識が

重要である。本講義では、その中でも有機化合物の基礎となる官能基の分類と性質、反応、合成法

などについての特長と、有機化合物から派生する高分子化合物、生体内化合物に関する基本的な性

質を理解すること目的とする。 
〔講義の概要〕 

前期に学習した化学に関する知識を、有機化合物に関する内容へと発展させる。有機化学に関する

事項を、体系的に理解するために必要な事項として、有機化学の基礎的事項である命名法、官能基、

構造、性質などを中心に講義する。これまでに学習した周期表、電気陰性度などのキーワードから有

機化学を体系的に解説する。 

〔履修上の留意点〕 
有機化学は、有機材料、高分子材料、生命化学を理解するために重要な分野である。命名法など

最初は暗記事項が多いが、化合物の特長などは、これまでに学習した化学の基本的概念を発展させ

ることにより理解することが十分可能である。有機化学の基本的事項を理解するとともに、すべて

の範囲にそれが応用可能であることをつかんでほしい。理解を深めるために適宜演習を行う。 
〔到達目標〕 
後期中間試験：有機化学の基本的事項を理解し、化合物（アルデヒド、ケトンまで）の特長を理解

する。 
 
後期末試験：有機化学の基本的事項から、身の回りの有機化合物の特長性質を理解する。 
 

〔評価方法〕 
定期試験(70％)、宿題およびレポート、提出物(30％)。 

〔教 科 書〕 

化学（数研出版） 
フォトサイエンス化学図録（数研出版） 
フォローアップドリル化学 －有機化合物－（数研出版） 
 
〔補助教材・参考書〕 

セミナー化学基礎、化学 
 
 

 〔関連科目〕 

 

前期に学習した化学の内容 
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講義項目・内容           

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 有機化学の基礎 周期表と軌道、オクテット則  

第 2 週 有機化学の基礎 イオン結合、共有結合、電気陰性度  

第 3 週 有機化学の基礎 結合と官能基  

第 4 週 炭化水素 アルカン、アルケン、アルキン  

第 5 週 炭化水素 様々な異性体  

第 6 週 アルコール アルコールとその性質  

第 7 週 カルボニル化合物 アルデヒド、ケトンとその性質  

第 8 週 演習 中間試験  

第 9 週 カルボン酸 カルボン酸  

第１0 週 油脂 油脂とエステル  

第１1 週 芳香族化合物 芳香族化合物とその性質  

第１2 週 芳香族化合物 芳香族化合物とその性質  

第１3 週 芳香族化合物 芳香族化合物とその性質  

第１4 週 高分子化合物 高分子化合物とその性質  

第１5 週 アミノ酸、糖類 アミノ酸、糖とその性質  

後期末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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化学演習Ⅰ 

(Exercises in ChemistryⅠ) 

１年・後期・１単位・必修 

物質化学工学科・担当 石丸 裕士 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（４） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

 

〔JABEE 基準〕 

 

 

〔講義の目的〕 
この講義は、「化学」や「物質化学工学実験 I」の理解を深めるために、基礎的な化学用語を体得

し、化学計算の力を育成することを目指す。また、科学的なものの見方や考え方、科学的に探究する

能力、高専で学習する姿勢を身に付けることも目指す。 
〔講義の概要〕 
１．中学校レベルの基礎的な計算について復習する。 
２．「化学」において学習した基礎用語について復習する。 
３．「化学」において学習した内容を化学反応式で表し、必要量を計算で導出できるようにする。 
４．「物質化学工学実験 I」において学習した内容を化学反応式で表し、必要量を計算で導出できる

ようにする。 
〔履修上の留意点〕 

わからないところを授業中に質問したり、オフィスアワーに自主的に質問に来たりするなど、前向

きに取り組んで欲しい。授業中、教科書、電卓、ノート、配布プリントなど必要物品を忘れては授業

に対して能動的に取り組めない上に、小テストの時間も不足する。忘れ物をしないこと。 
特別な予習は必要ないが、講義中に配付した課題は次回の授業までに必ず解いておくこと。それ

を解いてきたことを前提に次の授業を進めるので、宿題を忘れると授業について行けなくなり、レポ

ートの評価も欠くことになるので要注意。また、課題は、○×などの採点はもちろん、どこで間違え

たから間違ったのか、何が理解できていないから解けなかったのかわかるようにして提出すること。

小テストには課題の類題を出題する。積極的にかつ真面目に取り組んでいるかどうかは、この結

果に反映される。自分に正直に課題に取り組み、十分に復習して、小テストに備えること。 
〔到達目標〕 

１．基礎的な化学用語が理解でき、自由に使えるようになる。 
２．質量％濃度計算とモル濃度の関係がわかるようになる。 
３．酸塩基・酸化還元・熱化学などの現象が化学反応式で表せるようになる。 
４．モルを用いた計算によって、反応に関連した物質の濃度・体積・質量・個数などを求められる

ようになる。 
〔評価方法〕 

小テスト(70％)＋レポート(30％)で評価する。なお、定期試験は実施しない。 
〔教科書・補助教材〕 
「化学基礎」、辰巳敬 他、数研出版 
「リードα化学基礎」、数研出版編集部、数研出版 
〔参考書〕 
「配布プリント」 
「チャート式シリーズ 新化学」、野村祐次郎 他著、数研出版 (標準レベル) 

「理解しやすい化学Ⅰ・Ⅱ改訂版」、戸嶋 直樹・瀬川 浩司編、文英堂 (標準レベル) 

「化学Ⅰ･Ⅱの新研究」、卜部吉庸 著、三省堂 (発展レベル) 

「化学Ⅰ･Ⅱの新演習改訂版」、卜部吉庸 著、三省堂 (発展レベル) 

「化学Ⅰ･Ⅱの新標準演習」、卜部吉庸 著、三省堂 (標準レベル) 

「新理系の化学(上)、（下）」、石川正明 著、駿台文庫 (発展レベル) 

「高校で教わりたかった化学」、渡辺 正・北條博彦著、日本評論社(発展レベル) 
〔関連科目・学習指針〕 

「化学」(１年、３単位)、「物質化学工学実験Ｉ」(１年、２単位)と併せて、専門科目への導入と

しての化学の基礎的事項について、十分に理解して欲しい。 
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講義項目・内容           

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 オリエンテーション 化学演習Ⅰについての学習の意義や内容、評価の方法  

第 2週 化学用語の基礎 「化学」で学んだ基礎用語について演習を通じて復習  

第 3週 溶液の濃度の基礎 質量％濃度、溶解度曲線の計算演習を通じて復習  

第 4週 モルに関する計算 １ 物質の質量・体積・個数・物質量の関係  

第 5週 モルに関する計算 ２ 化学変化を伴わないモル濃度計算の演習  

第 6週 熱化学方程式 １ ヘスの法則と熱化学方程式の概説  

第 7週 熱化学方程式 ２ ヘスの法則と熱化学方程式の演習  

第 8週 化学変化の量的関係 化学変化を化学反応式で記述する  

第 9週 化学変化の量的関係 化学変化の量的計算の演習  

第１0週 化学変化の量的関係 酸塩基反応式の基礎  

第１1週 化学変化の量的関係 pH、中和反応と物質量の関係  

第１2週 化学変化の量的関係 酸塩基反応、pH、中和反応と物質量の関係の演習  

第１3週 化学変化の量的関係 酸化還元反応式の基礎  

第１4週 化学変化の量的関係 酸化還元反応と物質量の関係の演習  

第１5週 まとめ 総合的演習  

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 

2014 シラバス 1C112 



 

 

基礎製図 
 (Fundamentals  of Drafting) 

１年・前期･１単位･必修 

物質化学工学科・担当 米田 京平 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準との対応〕 

〔講義の目的〕 

 ・基本的には JISに従った製図の決まりを学習する。 

 ・三角法により物体の投影図を表すことができるようにする。 

 ・投影図から等角図の作成、また等角図から投影図の作成ができるようにする。 

  

 

〔講義の概要〕 
   数字、文字、各種線類から始めて、製図用具の正しい使い方に慣れる。平面曲線、等角図の 

  簡単な図学を学習する。次に三角法を学び製図が読めて、描けるように学習する。 

   

 
〔履修上の留意点〕 

○ 本館北棟１階の｢視聴覚･製図室｣に遅れないように集合のこと。 

○ A４ケント紙は事前に用意しておいてください。 
○ テキストを写すのでなく、考える製図が目標です。 

〔到達目標〕 
○ 文字、数字、線が決まり通りに描ける。 

○ 図学の基礎を理解できて描ける。 
○ 三角法が理解でき、等角図との変換が出来る。 

 
〔評価方法〕 

○ 最初のうちは急がずに、落ち着いて、丁寧に描けているか。急いで粗雑な製図は、良い 

評価は出来ない。○提出製図の正確さ。○提出期限は厳守すること。遅れた場合は減点とする。

○製図時間終了後の清掃はキチンと出来ているか。○授業態度の悪い学生には注意を与え、改善

が見られない場合は減点とする。これらを総合して評価する。     

〔教 科 書〕 
  プリントを配布して行う。 
   
 
〔補助教材・参考書〕 

  製図（実教出版）、製図記号全科（パワー社出版部編集） 

 〔関連科目〕 
プロセス設計 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週  はじめに・製図器具の説明・文字

の書き方 
 製図全般について概説する。授業で使用する製

図道具について使用法を説明する  

第 2 週  英数文字  製図で要求される数字の書き方を習得する  

第 3 週  線―１  用法に合わせた線の太さ・種類を習得する  

第 4 週  線―２  同上  

第 5 週  平面曲線  コンパスや雲形定規を使った曲線の書き方を 
習得する  

第 6 週 平面曲線２  円に内接する正多角形や楕円の書き方を 
習得する  

第 7 週 平面曲線３  サイクロイドやインボリュート曲線を習得する  

第 8 週  等角･斜投影図  等角図や斜投影図についてその概念を説明する  

第 9 週 等角･斜投影図１  等角図や斜投影図の演習を行う  

第１0 週  等角･斜投影図２ 同上  

第１1 週 等角･斜投影図３ 同上  

第１2 週  三角法  三角法についてその概念を説明する  

第１3 週  三角法１  投影図から三角法の書き方を習得する  

第１4 週 
 
三角法２・寸法  引き出し線などの寸法の記入法を習得する  

第１5 週 キャビネット図 投影図からキャビネット図を作成する  

        
         後期末試験 
 
 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 

2014 シラバス 1C123



 

  

工学基礎 

（Fundamentals of Engineering） 

１年・後期・１単位・必修 
物質化学工学科・担当 中村 秀美 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 
化学が扱う分野は多岐にわたっており、化学・生物系研究者・技術者は、それぞれの専門分

野はもとより、他の専門分野や語学といった幅広い知識と洞察力が要求される。本講義は、高

専で化学・生物系研究者・技術者を目指す学生諸君に、化学や生物がどのように科学技術や産

業と関わっているかを幅広い視点から理解させるだけでなく、自然科学や工学分野における新

発見の醍醐味を共有させるとともに高専における学習に対するモチベーションを育成するこ

とが目的である。 

 

〔講義の概要〕 
様々な分野で研究に取り組んでいる物質化学工学科の教員スタッフが、化学や生物と関わり

の深い科学技術をそれぞれ専門家の立場から分野別に概説し、その技術のしくみを化学や生物

の基礎や応用面から説明するとともに、各分野における先端的なトピックスなどを紹介する。 

〔履修上の留意点〕 
本講義は、研究活動を通じて様々な分野で活躍している物質化学工学科の教員スタッフが、

科学技術の基礎的な話題から最新でホットな話題を、それぞれ専門家立場から紹介するので、

取り扱う分野は多岐にわたる。各技術の基礎となっている学問は、高専での 5 年間やさらに学

業を続けながら学ぶ内容である。現時点で原理を全て理解する必要は無いが、自然科学の醍醐

味に触れることで、学習におけるモチベーションとし、専門分野だけでなく他分野や語学など、

幅広い視野で見渡す癖をつけることを期待する。 

〔到達目標〕 
科学技術と社会との関わりや、科学技術と化学や生物との関わりについて理解し、化学・生

物系研究者や技術者を目指す学生にふさわしい知識を身につけるとともに、将来に向けての目

標を新たにする。また、化学や生物における分野（有機化学、無機化学、物理化学、化学工学、

生物化学等）についても、複合的に理解する。 

〔評価方法〕 
講義への取組状況と講義毎に課す提出課題（100 点）を総合して評価する。 

〔補助教材・参考書〕 
各テーマに関連した教科書や文献 

 〔関連科目〕 
専門科目全般 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 
自己 
評価＊

第１週 ガイダンス 
物質化学工学科が関わる分野について概略を紹介し、本講義の役

割について説明する。 

 
 
 

第 2週 
ゼロエミッションへの 

挑戦 

持続可能な社会、循環型社会形成に向けて、いかにして排出物な

いし廃棄物をゼロにするか。そのために我々が取り組むべき環境

問題は何かについて概説する。 

 
 
 

第 3週 高分子化学の世界 

プラスチックなどの高分子は、日常の生活品や自動車の部品、医

療用品などのあらゆるものに使用されており、これらの高分子材

料を取り扱う高分子化学の基礎と応用について概説する。 

 
 
 

第 4週 ケイ素化学が開く未来 

ケイ素原子は近くを構成する元素の中で酸素に次いで 2番目に多

く存在している。ケイ素原子を含む有機化合物、無機化合物につ

いて説明しその応用について講義する。 

 
 
 

第 5週 分子集合体 古くて新しい分子集合体の性質について講義する。 
 
 
 

第 6週 創薬に貢献できる化学 化学が薬創りに貢献できることを、具体例をあげて紹介する。 
 
 
 

第 7週 先端電池と化学 
環境やエネルギー問題と化学との関わりについて電池の世界を

中心に紹介する。 

 
 
 

第 8週 
福井謙一博士とフロンテ

ィア軌道理論 

日本で初めてノーベル化学賞を受賞した福井謙一博士の足跡を

辿ることで、理論化学・量子化学の発展について解説する。 

 
 
 

第 9週 光電気化学の現在と展望 
次世代エネルギーデバイスの一つである太陽電池を含め、光のエ

ネルギーや性質について紹介する。 

 
 
 

第１0週 細胞の中の化学反応 
食品中に含まれる酵素の活性測定や、微生物活性の測定について

説明する 

 
 
 

第１1週 生物分離工学のすすめ 
バイオ生産物の分離（バイオセパレーション）に関する解説と最

近のトピックスについて紹介する。 

 
 
 

第１2週 微生物を利用した工学 微生物の概念と微生物を利用した様々な技術について紹介する。
 
 
 

第１3週 生体反応メカニズム 
原子・分子のレベルで厳密に生体分子の構造を調べ、生体反応の

メカニズムを明らかにする方法について紹介する。 

 
 
 

第１4週 物質化学工学への挑戦 物質化学工学科で扱う事柄からテーマを決めて討議する。 
 
 
 

第１5週 まとめ 本講義を受講した上での全体的な感想を発表する。 
 
 
 

        
         期末試験 
 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)   (達成)   (達成)    (達成) 
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物質化学工学実験Ⅰ 

(Experiments in Chemical EngineeringⅠ)

１年・後期・２単位・必修 

物質化学工学科 

担当 三木 功次郎・中村 秀美・石丸 裕士

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラ

ム学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔実験の目的〕 
1．化学（化学物質の性質と化学反応）に関する基礎的な実験を通じて、化学に対する興味と化学現

象に対する観察力を育てる。また、実験を通して各現象の背景にある原理や理論を理解する。 

2．実験器具の正しい使い方や正確かつ効率の良い実験方法を身につける。 

3．実験を安全に実施する知識・技術を身につける。 

4．実験ノートやレポートの書き方、文献の調べ方などを身につける。 

〔実験の概要〕 
実験は、一斉実験 4テーマと(2～5 人の)グループ実験 8テーマの計 12 テーマを実施する。実験終

了後にはレポートを提出し、担当教員とのディスカッションを実施し、理解を深める。 

〔履修上の留意点〕 
1．事故を起こさないように、実験書および担当教員の注意事項を必ず守ること。 

2．実験中は白衣・ゴーグル・上履きを着用すること。着用しない場合（忘れた日）には、原則とし

て実験を許可できない。忘れ物を絶対にしないこと。 

3．実験前には、使用試薬・器具・実験内容・操作などについて予習してきたことを前提に、担当教

員が試問や実験内容の説明を行う。著しく準備を怠った日には、原則として実験を許可できない。

準備を怠らないこと。 

4．実験中は積極的に取り組み、注意深い観察・実験データの収集に心がけること。 

5．観察・実験データは、各自の実験ノートに詳しくメモすること。 

6．起こった現象およびその結果について深く考察せよ。必要に応じて、教科書、図書館の資料など

も活用すること。 

7．レポートは「目的」、「実験方法」、「結果」、「考察」の 4 点を要領よくまとめよ。関連するテーマ

のレポートが未提出の場合、実験を許可できないことがある。実験後の試問も実施できなくなる。

実験レポートは提出期限を守り、必ず提出すること。 

〔到達目標〕 
1．化学現象に対し、興味を持ち理解を深め、きめ細かな観察力を持つ。 

2．実験器具の正しい使い方や効率の良い実験方法を身につける。 

3．実験を安全に実施する知識・技術を身につける。 

4．実験ノートやレポートの書き方、文献の調べ方などを身につける。 

〔評価方法〕 
実験中の態度・実験技術・実験準備（30%）、レポート・試問（70%）を総合して評価する。単位認

定は、総合的に判断して、到達目標を 60％以上クリアしていることとする。なお、原則として全ての

実験テーマを実施し、全ての実験レポートを提出していなければ、単位認定は行わない。注意に従わ

ないなど実験態度が著しく悪い場合、報告書の期限が守れない場合、試問を受けない場合は減点する。

実験日に欠席した場合、再実験をする。申し出がなければ、原則として再実験は実施しないので、出

席できるようになった後、早い段階で担当教員のところに実験スケジュールを相談しに行くこと。 

〔教科書〕 
「物質化学工学実験書Ⅰ」 奈良高専物質化学工学科発行 

〔補助教材・参考書〕 
 「化学基礎」、辰巳 敬・伊藤 眞人・渡辺 巌 他、数研出版 
「チャート式シリーズ 新化学Ⅰ」、野村祐次郎 他著、数研出版 
「理解しやすい化学Ⅰ・Ⅱ改訂版」、戸嶋 直樹・瀬川 浩司編、文英堂 (標準レベル) 

「化学Ⅰ･Ⅱの新研究」、卜部吉庸 著、三省堂 (発展レベル) 
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実験実習項目・内容 

週数 実験実習項目 実験実習内容 自己 
評価＊

第１週 実験ガイダンス 実験のスケジュール、実験ノートの書き方、レポートの書き

方などについて説明する。  

第 2週 実験ガイダンス 安全教育（器具・薬品の扱い方、緊急時の対応）する。  

第 3週 一斉実験 1 基礎的な化学実験を行って、実験の基本操作を学ぶ。  

第 4週 一斉実験 2 基礎的な化学実験を行って、実験の基本操作を学ぶ。  

第 5週 一斉実験 3 基礎的な化学実験を行って、実験の基本操作を学ぶ。  

第 6週 一斉実験 4 基礎的な化学実験を行って、実験の基本操作を学ぶ。  

第 7週 グループ実験 1 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第 8週 グループ実験 2 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第 9週 グループ実験 3 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第１0週 グループ実験 4 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第１1週 グループ実験 5 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第１2週 グループ実験 6 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第１3週 グループ実験 7 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第１4週 グループ実験 8 8 班に分かれて、各班それぞれのテーマの実験を行う。  

第１5週 
レポートの試問・ 

実験予備日・掃除 レポートの試問・掃除・実験などを行う。  

グループ実験では、各実験担当者が下記の2テーマを担当して実験を行う。（実験テーマは変更に

することがある。変更点があれば、ガイダンスで説明する。） 

1．金属イオンの検出 

2．蒸留水の製造 

3．晶析と昇華 

4．硫酸の性質 

5．分子量測定 

6．酸化還元反応を利用した変色実験 

7．反応熱とヘスの法則 

8．中和滴定 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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